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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  クロストークが発生せず、表示容量が低下し
ない液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  本発明は、カラーフィルタとストライプ
状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板と、スト
ライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂基板と
を、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交するよう
に対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、長方形の表
示領域または長方形の樹脂基板を有する液晶表示装置で
あって、前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが
互いに異なり、幅の狭い電極の長手方向と前記表示領域
または長方形の樹脂基板の長手方向に垂直な方向とが一
致している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】    カラーフィルタとストライプ状の第１
の電極とが形成された第１の樹脂基板と、ストライプ状
の第２の電極が形成された第２の樹脂基板とを、前記第
１の電極と前記第２の電極とが直交するように対向配置
し、前記基板間に液晶を封止し、長方形の表示領域を有
する液晶表示装置であって、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが互いに異
なり、幅の狭い電極の長手方向と前記表示領域の長手方
向に垂直な方向とが一致していることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項２】    カラーフィルタとストライプ状の第１
の電極とが形成された第１の樹脂基板と、ストライプ状
の第２の電極が形成された第２の樹脂基板とを、前記第
１の電極と前記第２の電極とが直交するように対向配置
し、前記基板間に液晶を封止し、前記第１の樹脂基板と
前記第２の樹脂基板とが長方形である液晶表示装置であ
って、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、
幅の狭い電極の長手方向と第１の樹脂基板の長手方向に
垂直な方向とが一致していることを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項３】    ストライプ状のカラーフィルタとスト
ライプ状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板
と、ストライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂
基板とを、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交す
るように対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、長方
形の表示領域を有する液晶表示装置であって、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、
幅の狭い電極の長手方向と前記表示領域の長手方向に垂
直な方向とが一致し、かつ前記ストライプ状のカラーフ
ィルタの長手方向と前記表示領域の長手方向に垂直な方
向とが一致していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】    ストライプ状のカラーフィルタとスト
ライプ状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板
と、ストライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂
基板とを、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交す
るように対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、前記
第１の樹脂基板と前記第２の樹脂基板とが長方形である
液晶表示装置であって、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、
幅の狭い電極の長手方向と前記第１の基板の長手方向に
垂直な方向とが一致し、かつ前記ストライプ状のカラー
フィルタと第１の基板の長手方向に垂直な方向とが一致
していることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】    ストライプ状の第１の電極が形成され
た第１の樹脂基板と、ストライプ状の第２の電極が形成
された第２の樹脂基板とを、前記第１の電極と前記第２
の電極とが直交するように対向配置し、前記基板間に液
晶を封止し、長方形の表示領域を有する液晶表示装置で*
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*あって、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、
幅の狭い電極の長手方向と前記長方形の表示領域の長手
方向に垂直な方向とが一致し、かつ幅の狭い電極が外部
から入射した光を反射する反射電極であることを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項６】    ストライプ状の第１の電極が形成され
た第１の樹脂基板と、ストライプ状の第２の電極が形成
された第２の樹脂基板とを、前記第１の電極と前記第２
の電極とが直交するように対向配置し、前記基板間に液
晶を封止し、前記第１の樹脂基板と前記第２の樹脂基板
とが長方形である液晶表示装置であって、
前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、
幅の狭い電極の長手方向と前記第１の基板の長手方向に
垂直な方向とが一致し、かつ幅の狭い電極が外部から入
射した光を反射する反射電極であることを特徴とする液
晶表示装置。
【請求項７】    前記反射電極が金属電極である請求項
第５項または第６項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】    前記樹脂基板が、アクリル樹脂、エポ
キシ樹脂、ケイ素樹脂、ポリイミド樹脂、ポリカーボネ
ート樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリエチレン樹
脂、およびこれらの共重合体からなる群から選択された
樹脂で構成されている請求項第１項ないし第７項のいず
れかに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、樹脂基板を用いた
液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は、基板上に透明電極、お
よび配向膜などが形成され、配向処理がされた一対の基
板を、それぞれの電極面が対向するよう貼り合わせて形
成される。
【０００３】液晶表示装置に用いられる基板としては、
一般にガラス基板が挙げられる。一方、近年、シート
状、またはフィルム状の樹脂基板をガラス基板の代わり
に採用した液晶表示装置が実用化されている。樹脂基板
を用いた装置は、ガラス基板を用いたものに比べて軽
く、また装置を薄く構成できることから、開発が進めら
れている。例えば、ＳＴＮモードの液晶表示装置につい
ては、０．１ｍｍ～１．０ｍｍの厚みを有する樹脂基材
が開発されている。特に、ポリエーテルスルホン（以
下、「ＰＥＳ」という）、ポリカーボネート（以下、
「ＰＣ」という）などからなる樹脂基板が、量産化され
ている。また、上記ＰＥＳ、ＰＣよりもさらに表面平坦
性の優れた樹脂基材として、アクリル系プラスチック、
あるいはエポキシ系プラスチックなども開発されている
（例えば、特開平１０－５４９８０号公報など）。
【０００４】液晶表示装置を製造する場合、基板上に透
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明電極を設ける必要がある。この透明電極は、基板表面
全体あるいは基板表面の一部に形成した透明導電膜を所
望の形にパターニングすることにより得られる。
【０００５】しかし、液晶表示装置、特に、画素毎にス
イッチング素子を持たない単純マトリクス型の液晶表示
装置においては、透明導電膜の電気抵抗が増大すると、
クロストークなどを生じ、表示品位の低下を招く。この
ため、表示容量が制限されるという問題がある。したが
って、表示品位に優れ、表示容量の大きい表示装置を得
るためには、透明導電膜の電気抵抗を小さくする必要が
ある。
【０００６】電気抵抗の小さい透明導電膜を得るために
は、電気抵抗を小さくできる透明導電膜の最適の成膜条
件を見つける必要がある。成膜条件の中でも、透明導電
膜を成膜する際の基板温度が電気抵抗に与える影響は非
常に大きい。しかし、樹脂基板は、ガラス基板に比べて
耐熱温度が低い。樹脂基板では、透明導電膜を成膜する
際に、ガラス基板ほど基板温度を高くできない。このた
め、樹脂基板上に形成された透明導電膜の電気抵抗は、
ガラス基板上に形成された透明導電膜の電気抵抗ほど小
さくできない。
【０００７】特に、カラー表示の液晶表示装置において
は、カラーフィルタ上に形成される透明電極は、カラー
フィルタのストライプに対応したパターンを有し、電極
幅が対向するもう一方の基板上に設けられた透明電極の
電極幅にくらべ、約３分の１と細い。そのため、カラー
フィルタが設けられた基板上の透明電極では、より配線
抵抗が大きくなるという問題もある。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、上記現状に
鑑みなされたものであり、その第一の目的は、樹脂基板
上に、樹脂の耐熱温度より低い温度で透明導電膜を形成
した場合に、配線抵抗を小さくすることができる液晶表
示装置を提供することにある。
【０００９】また、第２の目的は、カラーフィルタのス
トライプに対応した透明電極が形成される場合に、カラ
ーフィルタの幅に対応して電極の幅が狭くなる場合で
も、配線抵抗を小さくすることができる液晶表示装置を
提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】（１）  本発明は、上記
第１の目的を達成する為に、カラーフィルタとストライ
プ状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板と、ス
トライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂基板と
を、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交するよう
に対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、長方形の表
示領域を有する液晶表示装置であって、前記第１の電極
の幅と前記第２の電極の幅とが互いに異なり、幅の狭い
電極の長手方向と前記表示領域の長手方向に垂直な方向
とが一致していることを特徴とする。
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【００１１】温度や膜厚を同一の条件で形成した場合
に、幅の狭い電極は、幅の広い電極に比べて抵抗値が大
きくなる。したがって、幅の狭い電極の長手方向を表示
領域の長手方向に垂直な方向とを一致させることによ
り、幅の狭い電極の電気抵抗の影響を小さくすることが
できる。この結果、クロストークが発生せず、表示容量
が低下しない液晶表示装置を提供することができる。
【００１２】なお、長方形の表示領域としたのは、基板
が長方形でなくとも、表示領域が長方形の場合を考慮し
たものである。
【００１３】前記第１の電極の幅と前記第２の電極の幅
とは、どちらの電極の幅が広くても良い。第１の電極の
幅が、第２の電極の幅より広い方が好ましい。カラーフ
ィルタ形成時や電極形成時に基板を加熱する際にパター
ンに生じたズレを補正できるからである。
【００１４】また、本発明の液晶表示素子は、カラーフ
ィルタとストライプ状の第１の電極とが形成された第１
の樹脂基板と、ストライプ状の第２の電極が形成された
第２の樹脂基板とを、前記第１の電極と前記第２の電極
とが直交するように対向配置し、前記基板間に液晶層を
有し、前記第１の樹脂基板と前記第２の樹脂基板とが長
方形である液晶表示装置であって、前記第１の電極の幅
と前記第２の電極の幅とが異なり、幅の狭い電極の長手
方向と第１の樹脂基板の長手方向に垂直な方向とが一致
していることを特徴とするものであってもよい。
【００１５】長方形の樹脂基板を用いる場合に、幅の狭
い電極の長手方向を樹脂基板の長手方向に垂直な方向と
一致するように、電極が形成されていても、幅の狭い電
極の電気抵抗の影響を小さくすることができる。この結
果、クロストークが発生せず、表示容量が低下しない液
晶表示装置を提供することができる。
【００１６】（２）  本発明は、前記第２の目的を達成
する為に、ストライプ状のカラーフィルタとストライプ
状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板と、スト
ライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂基板と
を、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交するよう
に対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、長方形の表
示領域を有する液晶表示装置であって、前記第１の電極
の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、幅の狭い電極の
長手方向と前記表示領域の長手方向に垂直な方向とが一
致し、かつ前記ストライプ状のカラーフィルタの長手方
向と前記表示領域の長手方向に垂直な方向とが一致して
いることを特徴とする。
【００１７】幅の狭い電極の長手方向とストライプ状の
カラーフィルタの長手方向と前記表示領域の長手方向に
垂直な方向とを一致させるので、カラーフィルタのスト
ライプに対応した幅の狭い電極を形成できると共に、幅
の狭い電極の電気抵抗の影響を小さくすることができ
る。
【００１８】また、ストライプ状のカラーフィルタとス
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トライプ状の第１の電極とが形成された第１の樹脂基板
と、ストライプ状の第２の電極が形成された第２の樹脂
基板とを、前記第１の電極と前記第２の電極とが直交す
るように対向配置し、前記基板間に液晶を封止し、長方
形の表示領域を有する液晶表示装置であって、前記第１
の電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、幅の狭い
電極の長手方向と前記第１の基板の長手方向に垂直な方
向とが一致し、かつ前記ストライプ状のカラーフィルタ
と第１の基板の長手方向に垂直な方向とが一致している
ことを特徴とする。
【００１９】長方形の樹脂基板を用いる場合に、幅の狭
い電極の長手方向を樹脂基板の長手方向に垂直な方向と
一致するように、電極が形成されていても、幅の狭い電
極の電気抵抗の影響を小さくすることができる。この結
果、クロストークが発生せず、表示容量が低下しない液
晶表示装置を提供することができる。
【００２０】（３）前記液晶表示装置は反射型液晶表示
装置であってもよい。具体的には、ストライプ状の第１
の電極が形成された第１の樹脂基板と、ストライプ状の
第２の電極が形成された第２の樹脂基板とを、前記第１
の電極と前記第２の電極とが直交するように対向配置
し、前記基板間に液晶を封止し、長方形の表示領域を有
する液晶表示装置であって、前記第１の電極の幅と前記
第２の電極の幅とが異なり、幅の狭い電極の長手方向と
前記長方形の表示領域の長手方向に垂直な方向とが一致
し、かつ幅の狭い電極が外部から入射した光を反射する
反射電極であってもよい。
【００２１】また、ストライプ状の第１の電極が形成さ
れた第１の樹脂基板と、ストライプ状の第２の電極が形
成された第２の樹脂基板とを、前記第１の電極と前記第
２の電極とが直交するように対向配置し、前記基板間に
液晶を封止し、前記第１の樹脂基板と前記第２の樹脂基
板とが長方形である液晶表示装置であって、前記第１の
電極の幅と前記第２の電極の幅とが異なり、幅の狭い電
極の長手方向と前記第１の基板の長手方向に垂直な方向
とが一致し、かつ幅の狭い電極が外部から入射した光を
反射する反射電極であってもよい。
【００２２】前記反射電極は、金属電極であると好まし
い。反射電極が金属電極であると、電極の配線抵抗をさ
らに低下させることができる。
【００２３】前記樹脂基板が、アクリル樹脂、エポキシ
樹脂、ケイ素樹脂、ポリイミド樹脂、ポリカーボネート
樹脂、ポリビニルアルコール樹脂、ポリエチレン樹脂、
およびこれらの共重合体からなる群から選択された樹脂
で構成されていてもよい。
【００２４】（４）    上記液晶表示装置は、いずれ
も、前記ストライプ状のカラーフィルタと前記第１の電
極とが直交して設けられていても、前記ストライプ状の
カラーフィルタと前記第１の電極とが平行に設けられて
いてもよい。
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【００２５】
【発明の実施の形態】以下、本発明の液晶表示装置につ
いて図面に基づいて説明する。但し、説明に不要な部分
は省略し、また説明を容易にするため拡大あるいは縮小
等して図示した部分がある。
【００２６】図１は、本発明の液晶表示装置の一例の構
成を模式的に示す断面図である。図中、第１の樹脂基板
１０上には、ストライプ状のカラーフィルタ１１とスト
ライプ状の第１の電極１２とが形成されている。第２の
樹脂基板２０上には、ストライプ状の第２の電極２２と
が形成されている。第１の電極１２と第２の電極２２と
は、直交するように対向配置されている。
【００２７】第１の電極１２および第２の電極２２を覆
って、配向膜１３、２３がそれぞれ設けられている。第
１の基板１０と第２の基板２０は、その周縁部におい
て、シール材３０を介して接合されている。これらの第
１の基板１０、第２の基板２０およびシール材３０で囲
まれた領域にホモジニアス配向されたネマチック液晶２
が封入されている。
【００２８】この液晶表示パネル１に、図示しない光散
乱板、位相板、偏光板などを設けて、本発明の液晶表示
装置とする。
【００２９】図２は、本発明の液晶表示装置における第
１の電極と第２の電極との位置の関係を説明するための
模式図である。図２において、第１の電極１２の幅が前
記第２の電極２２の幅よりも広く、第２の電極の長手方
向と前記表示領域３１の長手方向に垂直な方向とが一致
している。
【００３０】図２に示されるように、幅の狭い電極の長
手方向と前記表示領域３１の長手方向に垂直な方向とが
一致しているので、基板の形状に関わらず、幅の狭い電
極の配線抵抗を低下させることができる。なお、この図
の例では、第２の電極２２の幅が狭い例を示したが、第
１の電極１２の幅が狭い場合であっても良い。
【００３１】図３は、本発明の液晶表示装置における第
１の電極と第２の電極との位置の関係を説明するための
模式図である。図３において、第１の樹脂基板１０が長
方形であり、第１の電極１２の幅が前記第２の電極２２
の幅よりも広く、第２の電極２２の長手方向と前記長方
形の第１の樹脂基板１０の長手方向に垂直な方向とが一
致している。
【００３２】図３に示されるように、樹脂基板が長方形
である場合にも、幅の狭い電極の配線抵抗を低下させる
ことができる。なお、この図の例では、第２の電極２２
の幅が狭い例を示したが、第１の電極１２の幅が狭い場
合であっても良い。
【００３３】図４は、本発明の液晶表示装置における第
１の電極、第２の電極、およびカラーフィルタの位置の
関係を説明するための模式図である。
【００３４】図４において、第１の電極１２の幅が前記
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第２の電極２２の幅より広く、第２の電極２２の長手方
向と表示領域３１の長手方向に垂直な方向とが一致し、
かつ前記ストライプ状のカラーフィルタ１１と前記表示
領域３１の長手方向に垂直な方向とが一致している。
【００３５】図４に示されるように、ストライプ状のカ
ラーフィルタ１１と第２の電極２２とが、前記表示領域
３１の長手方向に垂直な方向と一致している。したがっ
て、カラーフィルタの幅に対応して電極の幅が狭くなっ
ても、幅の狭い電極の配線抵抗を低下させることができ
る。なお、この図の例では、第２の電極２２の幅が狭い
例を示したが、第１の電極１２の幅が狭い場合であって
も良い。
【００３６】図５は、本発明の液晶表示装置における第
１の電極、第２の電極、およびカラーフィルタの位置の
関係を説明するための模式図である。図５において、前
記第１の電極１２の幅が前記第２の電極２２の幅より広
く、第２の電極２２の長手方向と第１の基板１０の長手
方向に垂直な方向とが一致し、かつ前記ストライプ状の
カラーフィルタ１１と第１の基板１０の長手方向に垂直
な方向とが一致している。
【００３７】図５に示されるように、ストライプ状のカ
ラーフィルタ１１と第２の電極２２とが、第１の基板１
０の長手方向に垂直な方向と一致している。したがっ
て、カラーフィルタの幅に対応して電極の幅が狭くなっ
ても、幅の狭い電極の配線抵抗を低下させることができ
る。なお、この図の例では、第２の電極２２の幅が狭い
例を示したが、第１の電極１２の幅が狭い場合であって
も良い。
【００３８】なお、幅の狭い電極の幅と幅の広い電極の
幅は、特に制限はないが、通常１：３程度である。
【００３９】また、カラーフィルタ１１の幅は、幅の狭
い電極の幅と同程度であれば良い。
【００４０】上記液晶表示装置は、反射型液晶表示装置
であっても良い。図６は、本発明の液晶表示装置の一例
の構成を模式的に示す断面図である。この図の例では、
反射板２４が設けられている第２の基板２０上の第２の
電極２２が設けられている。第２の電極２２は、金属で
形成することができるので、配線抵抗をさらに小さくす
ることができる。なお、この図の例では、反射板２４が
設けられているが、第２の電極２２を金属で形成すれ
ば、反射板２４は、設けても、設けなくても良い。
【００４１】本発明の液晶表示装置は、例えば以下の方
法で製造できる。本発明にかかる樹脂基板に用いられる
樹脂としては、上記樹脂が挙げられる。これらの樹脂の
中で、少なくとも１００℃以上の耐熱性を有し、かつ光
学的に等方性の樹脂が好ましい。
【００４２】樹脂基板の厚みとしては、０．１ｍｍ～
１．０ｍｍであればよい。また、この厚みが担保できる
ものであれば、上記複数の樹脂で、複数の層からなる基
板であっても良い。
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【００４３】樹脂基板上の液晶表示装置の背向する表面
に、液晶層内へ酸素や水蒸気などが進入することを防ぐ
ガスバリア膜３３が設けられていても良い。ガスバリア
膜３３の材料としては、公知の材料を用いることができ
る。例えば、酸化珪素、酸化アルミニウム、酸化マグネ
シウム、酸化チタン、酸化ジルコニウムなどの透明な無
機膜、またはエチレン－ビニルアルコール共重合体、ア
クリロニトリルなどの透明な有機膜などが挙げられる。
また、反射型の液晶表示装置の場合、アルミニウム、銀
などの金属、またはそれらの合金、および誘電体多層膜
などの非透過のガスバリア膜を設けても良い。
【００４４】樹脂基板上の液晶表示装置の対向する表面
には、例えばアルミニウムなどで、半透過層が設けられ
ていても良い。
【００４５】上記樹脂基板を第１の基板１０として、カ
ラーフィルタ１１を形成する。カラーフィルタ１１は、
複数のストライプ状の色材膜を基板上に平行に配列させ
て形成される。カラーフィルタ１１は、フォトリソグラ
フィー法、印刷法など公知の方法を用いて形成される。
このカラーフィルタ１１上に平坦化膜１４を形成する。
【００４６】次に、平坦化膜１４の上に、ＩＴＯなどの
導電膜形成材料を製膜する。次に、導電膜形成材料の上
に、レジストを塗布し、加熱乾燥させる。フォトマスク
を、ストライプ状のカラーフィルタのピッチに対応させ
て、あるいはストライプ状のカラーフィルタに垂直にな
るようにして、光を照射すると、所望のレジストのパタ
ーンが得られる。次に、この基板を、現像、露光、レジ
ストの除去などの通常のフォトリソグラフィの方法にし
たがって処理する。この操作により、第１の電極１２が
形成される。
【００４７】第２の樹脂基板２０についても、上記樹脂
基板を用いて、ストライプ状の導電膜２２を形成すれば
良い。なお、反射型液晶表示装置の場合には、導電膜２
２を形成する前に、樹脂基板にアルミニウムなどを用い
た反射膜２４を形成する。また、導電膜形成材料は、透
明であっても、半透明あるいは不透明な材料であっても
よい。
【００４８】次に基板の対向面に配向膜１３、２３を形
成する。その後、第１の電極１２と第２の電極２２とが
直交するように対向配置させ、貼り合わせ工程、液晶注
入工程を経て、液晶表示パネル１が得られる。
【００４９】
【実施例】以下、実施例に基づいて、本発明の内容を具
体的に説明する。
（実施例１）第１の樹脂基板１０として、長方形の硬化
性エポキシ樹脂（厚さ０．２ｍｍ）を用いた。このフィ
ルムの一方の面には、ガスバリア膜３３を設け、他方の
面には、アルミニウムからなる半透過膜を設けた。
【００５０】上記第１の樹脂基板１０の半透過膜が設け
られている側に、公知の方法を用いて、色材膜（赤、
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緑、青）をライン幅３００μｍ、ピッチ１０μｍで形成
し、カラーフィルタ１１を作成した。色材膜の長手方向
は、長方形の第１の樹脂基板１０の長手方向に垂直な方
向と一致させた。
【００５１】次に、このカラーフィルタ１１の上に、平
坦化膜１４を設けた後、インジウム・錫酸化物（ＩＴ
Ｏ）からなる透明導電膜材料を厚み１５０ｎｍで設け
た。次に、このＩＴＯ膜の上に、ポジ型フォトレジスト
１０を塗布して、１００℃で、５分間乾燥した。
【００５２】次に、ライン幅１００μｍ、ピッチ１０μ
ｍで短冊状のマスク１１を、ストライプ状のカラーフィ
ルタ１１の長手方向に直交する方向にして、露光した。
その後、レジスト膜を、現像、エッチングし、最後に基
板上に残ったレジストを剥離して、基板上にストライプ
状のパターンを有する透明導電膜１２が形成された。
【００５３】次に、ガスバリア膜３３を設けた長方形の
硬化性エポキシ樹脂（厚さ０．２ｍｍ）を用いて、第２
の樹脂基板２０を作成した。ガスバリア膜を設けていな
い面に、インジウム・錫酸化物（ＩＴＯ）からなる透明
導電膜材料を厚み１５０ｎｍで設けた。次に、このＩＴ
Ｏ膜の上に、ポジ型フォトレジストを塗布して、１００
℃で、５分間乾燥した。
【００５４】次に、第２の樹脂基板２０の長手方向に垂
直な方向に、短冊の長手方向を一致させたマスクを用い
て、基板を露光した。露光は、非遮光部／遮光部＝１０
／９０で、ライン幅１００μｍ、ピッチ１０μｍの短冊
状のパターンを有するマスクを通して行った。その後、
レジスト膜を、現像、エッチングし、最後に基板上に残
ったレジストを剥離して、基板上にストライプ状のパタ
ーンを有する透明導電膜２２が形成された。
【００５５】次に、上記第２の樹脂基板２０と第２の樹
脂基板の透明導電膜２２を設けた面に、ポリイミドを塗
布した後、ラビングを行い、配向膜２３を形成した。片
方の基板に球状のプラスチックからなるスペーサを散布
し、円柱状のガラスからなるスペーサを混練したエポキ
シ樹脂を主成分とするシール材３０を印刷した。上記２
つの基板を透明導電膜が形成されている面を導電膜のス
トライプ方向が略直交するように内側にして貼り合わ
せ、液晶セル（空セル）を作製した。この液晶セルに、
液晶を注入し、封入した。この液晶セルの両面に、偏光
板を貼り、液晶パネル１を完成させた。
【００５６】最後に、引き出し電極に液晶駆動用ドライ
バを接続して、図１に示す液晶表示装置を作製した。
【００５７】この液晶表示装置は、クロストークが発生
せず、良好な表示が行えた。
【００５８】また、第１の電極１０の第１の基板に対す
る方向とライン幅とピッチと、第２の電極２０の第１の
基板に対する方向とライン幅とピッチとを、上記と逆に
した以外は、上記と同様に液晶表示装置を作成した。こ
の液晶表示装置もクロストークが発生せず、良好な表示
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が行えた。
【００５９】一方、第２の電極２２として、アルミニウ
ムを真空蒸着して、反射電極を形成した。これ以外は、
上記と同様にして図６に示す反射型液晶表示装置を作成
した。この液晶表示装置は、クロストークが発生せず、
良好な表示が行えた。
【００６０】（実施例２）第１の樹脂基板１０として、
アクリル樹脂（厚さ０．４ｍｍ）を用いた。このフィル
ムの一方の面には、ガスバリア膜３３を設け、他方の面
には、アルミニウムからなる半透過膜を設けた。
【００６１】上記第１の樹脂基板１の半透過膜が設けら
れている側に、公知の方法を用いて、色材膜（赤、緑、
青）をライン幅１００μｍ、ピッチ１０μｍで形成し、
カラーフィルタ１１を作成した。色材膜の長手方向は、
表示領域の長手方向に垂直な方向と一致させた。
【００６２】次に、このカラーフィルタ１１の上に、平
坦化膜１４を設けた後、インジウム・錫酸化物（ＩＴ
Ｏ）からなる透明導電膜材料を厚み１５０ｎｍで設け
た。次に、このＩＴＯ膜の上に、ポジ型フォトレジスト
１０を塗布して、１００℃で、５分間乾燥した。
【００６３】次に、ライン幅１００μｍ、ピッチ１０μ
ｍの短冊状のマスクを、ストライプ状のカラーフィルタ
１１の長手方向に直交する方向にして、露光した。その
後、レジスト膜を、現像、エッチングし、最後に基板上
に残ったレジストを剥離して、基板上にストライプ状の
パターンを有する透明導電膜１２が形成された。
【００６４】次に、ガスバリア膜３３を設けた長方形の
アクリル樹脂（厚さ０．４ｍｍ）を用いて、第２の樹脂
基板２０を作成した。ガスバリア膜３３を設けていない
面に、インジウム・錫酸化物（ＩＴＯ）からなる透明導
電膜材料を厚み１５０ｎｍで設けた。次に、このＩＴＯ
膜の上に、ポジ型フォトレジストを塗布して、１００℃
で、５分間乾燥した。
【００６５】次に、表示領域の長手方向に垂直な方向
に、短冊の長手方向を一致させたマスクを用いて、基板
を露光した。露光は、非遮光部／遮光部＝１０／９０
で、ライン幅１００μｍ、ピッチ１０μｍの短冊状のパ
ターンを有するマスクを通して行った。その後、レジス
ト膜を、現像、エッチングし、最後に基板上に残ったレ
ジストを剥離して、基板上にストライプ状のパターンを
有する透明導電膜２２が形成された。
【００６６】次に、上記第２の樹脂基板２０と第２の樹
脂基板２２の透明導電膜を設けた面に、ポリイミドを塗
布した後、ラビングを行い、配向膜２３を形成した。片
方の基板に球状のプラスチックからなるスペーサを散布
し、円柱状のガラスからなるスペーサを混練したエポキ
シ樹脂を主成分とするシール材３０を印刷した。上記２
つの基板を透明導電膜が形成されている面を導電膜のス
トライプ方向が略直交するように内側にして貼り合わ
せ、液晶セル（空セル）を作製した。この液晶セルに、
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液晶を注入し、封入した。この液晶セルの両面に、偏光
板を貼り、液晶パネルを完成させた。
【００６７】最後に、引き出し電極に液晶駆動用ドライ
バを接続して、液晶表示装置１を作製した。
【００６８】この液晶表示装置は、クロストークが発生
せず、良好な表示が行えた。
【００６９】また、第１の電極１０の表示領域に対する
方向とライン幅とピッチと、第２の電極２０の表示領域
に対する方向とライン幅とピッチとを、上記と逆にした
以外は、上記と同様に液晶表示装置を作成した。この液
晶表示装置もクロストークが発生せず、良好な表示が行
えた。
【００７０】一方、第２の電極として、アルミニウムを
真空蒸着して、反射電極を形成した。これ以外は、上記
と同様にして反射型液晶表示装置を作成した。この液晶
表示装置は、クロストークが発生せず、良好な表示が行
えた。
【００７１】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明の構成に
よれば、樹脂基板上に、樹脂の耐熱温度より低い温度で
透明導電膜を形成した場合に、配線抵抗を小さくするこ
とができる液晶表示装置を提供することができる。
【００７２】また、カラーフィルタのストライプに対応
した透明電極が形成される場合に、カラーフィルタの幅
に対応して電極の幅が狭くなる場合でも、配線抵抗を小
さくすることができる液晶表示装置を提供することがで
きる。
【００７３】この結果、クロストークが発生せず、表示
容量が低下しない液晶表示装置を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
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【図１】図１は、本発明の液晶表示装置の一例の構成を
模式的に示す断面図である。
【図２】図２は、本発明の液晶表示装置における第１の
電極と第２の電極との位置の関係を説明するための模式
図である。
【図３】図３は、本発明の液晶表示装置における第１の
電極と第２の電極との位置の関係を説明するための模式
図である。
【図４】図４は、本発明の液晶表示装置における第１の
電極、第２の電極、およびカラーフィルタの位置の関係
を説明するための模式図である。
【図５】図５は、本発明の液晶表示装置における第１の
電極、第２の電極、およびカラーフィルタの位置の関係
を説明するための模式図である。
【図６】図６は、本発明の液晶表示装置の一例の構成を
模式的に示す断面図である。
【符号の説明】
１    液晶表示パネル
１０    第１の樹脂基板
１１    カラーフィルタ
１２    第１の電極
１３    配向膜
１４    平坦化膜
２０    第２の樹脂基板
２２    第２の電極
２３    配向膜
２４    反射板
３０    シール材
３１    表示領域
３３    ガスバリア膜

【図１】 【図２】



(8) 特開２００２－２２１７３３

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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